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CLOSE UP
ISHIKAWA

2023 年 5月、「時の人」となった金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学の
小野賢二郎教授。アルツハイマー治療薬として注目される「レカネマブ」の作用機序
の一端を解明したのである。
同年 8月に発刊された羊土社実験医学増刊「いま新薬で加速する神経変性疾患研究」
の編者も務め、いまやアミロイドβ研究の第一人者。
脳神経疾患の診療や研究に打ち込む傍ら、後進育成にも力を注ぐ。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
治
療
薬
の

作
用
機
序
に
迫
る

　

２
０
２
３
年
５
月
４
日
（
米
国
東
部
時

間
）、
国
際
学
術
誌
『N

ano Letters

』
の

オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
高

速
原
子
間
力
顕
微
鏡
で
観
察
し
た
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
プ
ロ
ト
フ
ィ
ブ
リ
ル
の
構
造
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
と
抗
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
抗
体
の
作

用
」
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
研
究
者

た
ち
を
驚
嘆
さ
せ
、
あ
る
い
は
歓
喜
さ
せ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
金
沢
大
学
脳
神
経
内
科

学
の
小
野
賢
二
郎
教
授
、
ナ
ノ
生
命
科
学

研
究
所
の
中
山
隆
宏
准
教
授
ら
が
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
発
症
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
タ
ン
パ
ク
質
の
凝

集
体
に
抗
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
抗
体
レ
カ
ネ
マ

ブ
が
結
合
す
る
様
子
を
、
高
速
原
子
間
力

顕
微
鏡
で
捉
え
る
こ
と
に
世
界
で
初
め
て

成
功
し
た
。
小
野
教
授
が
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

研
究
分
野
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
躍
り

出
た
瞬
間
で
あ
る
。

認
知
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

脳
卒
中
を
三
本
柱
に

　

金
沢
大
学
脳
神
経
内
科
学
教
室
の
初 Ono Ken jiro

小野 賢二郎

金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学
教授

アルツハイマーの治療法を探索
アミロイドβ研究のフロントランナー
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は
脳
卒
中
の
専
門
が
い
ま
せ
ん
の
で
、
ま

ず
は
人
材
を
育
て
て
い
か
な
い
と
。
脳
卒

中
研
究
で
高
名
な
、
東
京
慈
恵
会
医
科
大

学
の
井
口
保
之
教
授
に
講
義
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
脳
神
経
外
科
と
合
同
で
勉
強

会
を
設
け
た
り
し
て
い
ま
す
」

タ
ン
パ
ク
質
凝
集
と
の
出
会
い
、

研
究
進
展
へ

　

小
野
教
授
が
金
沢
大
学
の
脳
神
経
内
科

に
入
局
し
た
の
は
、
高
齢
化
社
会
に
突
入

し
た
日
本
が
21
世
紀
を
「
脳
の
世
紀
」
と

呼
び
は
じ
め
た
時
期
。
大
学
院
課
程
に
在

籍
し
て
い
た
も
の
の
、
研
究
に
着
手
で
き

ず
に
い
た
。
そ
ん
な
時
、
福
井
大
学
の
内

木
宏
延
教
授
の
と
こ
ろ
で
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

研
究
を
行
う
打
診
話
が
あ
り
、「
学
位
が

取
れ
る
な
ら
」
と
福
井
大
学
へ
。

　

し
か
し
、
そ
こ
で
も
「
鳴
か
ず
飛
ば
ず

の
ま
ま
。人
生
で
一
番
つ
ら
か
っ
た
時
期
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。
大
学
院
課
程
は
残

す
と
こ
ろ
半
年
と
、切
羽
詰
ま
っ
た
こ
ろ
、

内
木
先
生
か
ら
「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
線
維
を

分
解
・
不
安
定
化
す
る
物
質
の
探
索
」
と

い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
、
不
眠
不
休
の
研

究
の
末
、
論
文
ア
ク
セ
プ
ト
に
達
す
る
。

医
養
成
プ
ラ
ン
）」
が
あ
る
。「
が
ん
プ
ロ

（
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
基
盤

推
進
プ
ラ
ン
）」
の
認
知
症
バ
ー
ジ
ョ
ン

で
あ
り
、
日
本
で
初
め
て
の
試
み
だ
。

　

一
方
、
北
陸
で
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

診
療
・
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
金
沢
大
学
附
属
病
院
に
脳
卒
中
セ

ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
小
野
教
授
が
副
セ

ン
タ
ー
長
に
就
い
た
こ
と
か
ら
、
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
と
脳
卒
中
の
診
療
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
。

　
「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
と
で
、

脳
神
経
外
科
と
脳
神
経
内
科
と
の
連
携
を

強
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
長
で
あ
る
脳
神
経
外
科
の
中
田
光
俊

教
授
は
高
校
時
代
の
先
輩
。
昔
か
ら
親
し

く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
科
に

CLOSE UP
ISHIKAWA

の
若
さ
で
脳
神
経
内
科
学
教

授
に
就
き
、
約
６
年
ぶ
り
、

２
０
２
１
年
10
月
、
金
沢
大

学
に
戻
っ
て
き
た
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
や
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
な
ど
神
経
変
性
疾
患
を

専
門
と
し
、
特
に
、
ア
ミ
ロ

イ
ド
β
研
究
は
20
年
以
上
に

お
よ
ぶ
。

　
「
金
沢
大
学
の
脳
神
経
内

科
は
、
臨
床
、
基
礎
研
究
、

教
育
、
地
域
コ
ホ
ー
ト
の
掛
け
合
わ
せ
が

で
き
る
、
全
国
的
に
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

の
あ
る
教
室
で
す
。
特
に
、
認
知
症
研
究

は
世
界
的
な
レ
ベ
ル
だ
と
思
い
ま
す
」
と

教
授
は
胸
を
張
る
。

　

た
と
え
ば
、
能
登
半
島
の
七
尾
市
に

あ
る
中
島
町
で
行
わ
れ
て
き
た
認
知
症

コ
ホ
ー
ト
研
究
は
篠
原
も
え
子
准
教
授

ら
が
２
０
０
６
年
に
立
ち
上
げ
、
約
２
，

５
０
０
人
の
高
齢
者
を
主
な
対
象
と
し
て

シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
き
た
。
関
連
病
院
と

の
連
携
に
よ
り
、
臨
床
情
報
や
試
料
収
集

に
加
え
、
モ
バ
イ
ル
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
画
像

の
蓄
積
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
島
町
に
お
け
る
認
知
症
コ
ホ
ー

ト
に
関
連
す
る
教
育
活
動
と
し
て
「
認
プ

ロ
（
北
陸
認
知
症
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　
「
学
位
を
得
た
い
一
心
で
取
り
組
ん
だ

研
究
で
道
が
拓
け
た
。
神
経
変
性
疾
患
の

タ
ン
パ
ク
質
凝
集
に
関
わ
る
研
究
が
私
の

最
大
の
武
器
に
な
っ
た
の
で
す
」

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
認
知
症
疾
患
の

中
で
最
も
頻
度
が
高
く
、
今
日
の
超
高
齢

社
会
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
疾
患

で
あ
る
。
そ
の
要
因
と
さ
れ
て
い
る
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
、
タ
ウ
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
う

ち
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
研
究
が
先
行
し
て

い
る
。 

ア
ミ
ロ
イ
ド
β
モ
ノ
マ
ー
（
重

合
体
を
形
成
す
る
最
小
単
位
の
分
子
）
は

凝
集
し
、
オ
リ
ゴ
マ
ー
、
プ
ロ
ト
フ
ィ
ブ

リ
ル
、
成
熟
線
維
へ
と
成
長
し
、
タ
ウ
と

共
に
脳
内
で
神
経
機
能
障
害
を
引
き
起
こ

す
。
こ
れ
ま
で
、
線
維
化
し
た
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
が
強
い
神
経
毒
性
を
発
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

の
早
期
・
中
間
の
凝
集
体
で
あ
る
オ
リ
ゴ

マ
ー
や
プ
ロ
ト
フ
ィ
ブ
リ
ル
こ
そ
が
強
い

毒
性
を
持
つ
と
す
る
説
が
浮
上
す
る
。

　

小
野
教
授
は
２
０
０
９
年
、
米
国
留
学

時
代
の
恩
師
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
校D

avid B. Teplow

教
授

ら
と
共
に
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
低
分
子
オ

リ
ゴ
マ
ー
を
安
定
的
に
抽
出
。
２
０
１
６

年
に
は
、
金
沢
大
学
で
開
発
さ
れ
た
高
速

原
子
間
力
顕
微
鏡
を
用
い
て
、
中
山
准
教

代
、高
守
正
治
教
授
は
免
疫
性
神
経
疾
患
、

と
く
に
重
症
筋
無
力
症
の
権
威
で
あ
る
。

第
二
代
の
山
田
正
仁
教
授
は
、
ア
ミ
ロ
イ

ド
ー
シ
ス
や
プ
リ
オ
ン
病
の
専
門
家
と
し

て
知
ら
れ
る
。

　

第
三
代
を
務
め
る
小
野
賢
二
郎
教
授

は
、
高
守
教
授
時
代
に
入
局
し
、
昭
和

大
学
に
お
い
て
卒
後
19
年
と
い
う
異
例
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授
ら
と
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
が
凝
集
す
る
様
子

を
捉
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、高
速
原
子
間
力
顕
微
鏡
は
、

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
針
が
レ
コ
ー
ド

盤
の
表
面
を
な
ぞ
る
よ
う
に
、
探
針
と
試

料
表
面
の
原
子
間
に
働
く
力
を
検
出
し
て

画
像
を
得
る
原
子
間
力
顕
微
鏡
の
一
種
。

　

教
授
ら
は
ま
た
、
フ
ラ
ボ
ノ
ー
ル
の
一

種
で
あ
る
ミ
リ
セ
チ
ン
が
、
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
の
凝
集
を
抑
制
す
る
様
子
を
撮
影
、
実

際
の
臨
床
試
験
に
お
い
て
も
認
知
症
予
防

に
効
果
を
発
揮
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
も
示
し
た
。
２
０
１
９
年
に
は
、
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
の
凝
集
体
の
中
で
も
プ
ロ
ト

フ
ィ
ブ
リ
ル
の
神
経
毒
性
が
特
に
強
く
、

プ
ロ
ト
フ
ィ
ブ
リ
ル
が
神
経
細
胞
の
膜
上

で
活
性
酸
素
や
脂
質
過
酸
化
な
ど
を
増
加

さ
せ
、
神
経
毒
性
を
及
ぼ
す
機
序
も
証
明

し
て
い
る
。

レ
カ
ネ
マ
ブ
の

凝
集
体
に
対
す
る
制
御
を
撮
影

　

以
上
の
よ
う
な
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
研
究
の

積
み
重
ね
が
、本
記
事
冒
頭
で
記
し
た「
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
新
規
治
療
薬
レ
カ
ネ

マ
ブ
の
作
用
機
序
の
一
端
を
解
明
」
と
い

せ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
知
見
は
将
来
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

を
中
心
と
す
る
神
経
変
性
疾
患
の
新
た
な

治
療
薬
の
開
発
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

も
う
一
度
、

世
界
を
湧
か
せ
た
い

　

小
野
教
授
は
、
折
り
に
つ
け
、
慶
應
義

塾
大
学
神
経
内
科
の
中
原
仁
教
授
や
東
京

慈
恵
会
医
科
大
学
脳
神
経
内
科
の
井
口
保

之
教
授
を
始
め
、
東
京
在
住
時
代
に
親
交

を
結
ん
だ
教
授
た
ち
を
招
い
て
い
る
。

　
「
分
野
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
来
て
も

ら
い
、
医
局
員
に
は
セ
ミ
ナ
ー
、
３
、４

年
生
に
は
授
業
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
優
れ
た
研
究
を
し
て
い
る
先
生
た
ち

は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
巧
み
。
医
局

員
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
た
ち
も
熱
心
に
講

義
を
受
け
、
良
い
質
問
も
出
る
。
こ
う
し

た
働
き
か
け
が
功
を
奏
し
た
の
か
、
私
が

赴
任
す
る
前
の
３
年
間
、
脳
神
経
内
科
へ

の
入
局
者
は
ゼ
ロ
で
し
た
が
、
今
年
は
３

名
入
り
ま
し
た
。
６
年
生
の
実
習
も
、
定

員
が
埋
ま
り
ま
し
た
」

　

教
授
の
理
想
と
す
る
医
局
は
「
和
気

藹
々
」
だ
と
言
う
。
競
い
合
う
の
で
は
な

く
、
助
け
合
う
こ
と
を
良
し
と
し
、
医
局

員
た
ち
と
は
仲
間
と
し
て
接
す
る
。

　
「
若
い
と
い
う
こ
と
は
、
私
以
上
の
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
で
す

か
ら
、
私
は
彼
ら
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
姿

勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
生

懸
命
に
や
っ
て
い
る
人
に
、
私
は
決
し
て

頑
張
れ
、
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
駆
け
出
し

の
こ
ろ
の
つ
ら
い
経
験
が
私
に
は
あ
る
か

ら
で
す
。
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
、
で
す
」。

医
局
員
や
学
生
ら
が
小
野
教
授
を
慕
う
の

も
納
得
が
行
く
。

　

一
方
、
研
究
者
と
し
て
、
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
研
究
で
一
躍
、
先
頭
に
躍
り
出
た
か
ら

に
は
、立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
「
共
同
研
究
先
で
あ
る
企
業
の
か
た
か

ら
、
20
年
を
越
え
る
先
生
の
ア
ミ
ロ
イ
ド

β
研
究
を
、
他
の
方
々
が
な
か
な
か
追
い

越
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
、
と
言
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
も
う
走
り
続
け
る
し
か

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
い

ま
一
度
、
世
界
を
ア
ッ
と
言
わ
せ
た
い
」

 
 

う
快
挙
へ
繋
が
っ
た
。

　

レ
カ
ネ
マ
ブ
を
米
国
バ
イ
オ
ジ
ェ
ン
と

共
同
開
発
し
た
エ
ー
ザ
イ
は
今
年
１
月
、

厚
生
労
働
省
に
承
認
申
請
を
行
っ
た
と
発

表
し
、
９
月
に
も
本
邦
初
の
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
根
治
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
る
状

況
で
あ
る
。
レ
カ
ネ
マ
ブ
は
早
期
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
患
者
を
対
象
と
し
、
症
状
の

悪
化
を
27
％
抑
制
す
る
と
さ
れ
る
。
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
を
脳
内
か
ら
除
去
す
る
効
果
が

あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
の
個
々
の

凝
集
体
分
子
種
の
構
造
と
動
態
を
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
凝

集
過
程
に
お
い
て
、
オ
リ
ゴ
マ
ー
や
プ
ロ

ト
フ
ィ
ブ
リ
ル
と
い
っ
た
様
々
な
形
状
の

凝
集
体
分
子
種
が
共
在
し
て
い
る
た
め

だ
。
教
授
ら
は
、
高
速
原
子
間
力
顕
微
鏡

を
用
い
て
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
１
分
子
レ
ベ

ル
で
観
察
、
プ
ロ
ト
フ
ィ
ブ
リ
ル
を
多
数

の
レ
カ
ネ
マ
ブ
が
囲
み
、「
天
ぷ
ら
の
衣

の
よ
う
に
」
結
合
す
る
様
子
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
レ
カ
ネ
マ
ブ
が
オ
リ
ゴ
マ
ー

に
も
結
合
し
、
さ
ら
な
る
凝
集
を
抑
え
る

こ
と
、
並
び
に
、
レ
カ
ネ
マ
ブ
が
プ
ロ
ト

フ
ィ
ブ
リ
ル
や
オ
リ
ゴ
マ
ー
に
結
合
す
る

こ
と
で
、
神
経
細
胞
へ
の
毒
性
を
軽
減
さ

P r o f i l e

小野 賢二郎 （おの けんじろう）

金沢大学医薬保健研究域医学系脳神経内科学
教授

［略歴］

1997年  3月 昭和大学医学部 卒業

2002年  9月 金沢大学大学院医学系研究科博士課程 修了

2003年  4月 金沢西病院脳神経センター神経内科 医長

2005年  6月 金沢大学医学部附属病院神経内科 助手

2007年  4月 カリフォルニア大学ロサンゼルス校(UCLA)神経学教室 博士研究員

2011年  4月 金沢大学附属病院神経内科 講師（医局長）

2015年  7月 昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門 教授

2021年10月 金沢大学医薬保健研究域脳神経内科学 教授

 昭和大学医学部内科学講座脳神経内科学部門 客員教授

2022年10月 琉球大学医学部顎顔面口腔再建学 客員教授

2023年  2月 東京慈恵会医科大学脳神経内科学 客員教授

2023年  4月 慶應義塾大学医学部神経内科学 客員教授

 富山大学学術研究部医学系脳神経内科学 客員教授

 金沢医科大学脳神経内科学 客員教授

 福岡大学医学部脳神経内科学 客員教授

 藤田医科大学脳神経内科学 客員教授


